
(57)【要約】

【課題】スケートボードに乗る練習をゲーム感覚でする

ことの可能なスケートボードシステムを提供する。

【解決手段】スケートボード１２の動きを検出し、これ

を無線でＰＤＡ１４に送信する。プレイヤ１８はヘッド

ホン１６を装着し、ＰＤＡ１４を持ってスケートボード

１２に乗る。プレイヤ１８がスケートボード１２に乗っ

てスラロームを始め、右に曲がってから左に曲がるとい

う一連の動きを何回か連続して成功すると、その回数に

応じて評価音がヘッドホン１６から聞こえる。制限時間

内に左右に曲がれないと、失敗音がヘッドホン１６から

聞こえる。プレイヤ１８がスケートボード１２の進行方

向を逆方向に切り替えるスイッチに成功しても、成功音

がヘッドホン１６から聞こえる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 プ レ ー ヤ の 体 重 移 動 に 応 じ て 操 縦 可 能 な 移 動 体 の 動 き を 検 出 す る 動 き 検 出 手 段 と 、
　 前 記 動 き 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 移 動 体 の 動 き に 基 づ い て 移 動 体 が あ ら か じ め 定 め ら
れ た 通 り に 動 い た か 否 か を チ ェ ッ ク す る 動 き チ ェ ッ ク 手 段 と 、
　 前 記 動 き チ ェ ッ ク 手 段 に よ る チ ェ ッ ク 結 果 を プ レ ー ヤ に 提 示 す る 結 果 提 示 手 段 と を 備 え
た こ と を 特 徴 と す る 移 動 体 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 移 動 体 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 動 き チ ェ ッ ク 手 段 は 、
　 経 過 時 間 を 計 測 す る 計 時 手 段 と 、
　 前 記 計 時 手 段 に よ り 計 測 さ れ た 経 過 時 間 が 所 定 の 制 限 時 間 内 か 否 か を 判 断 す る 時 間 制 限
手 段 と 、
　 前 記 時 間 制 限 手 段 に よ り 経 過 時 間 が 制 限 時 間 内 で あ る と 判 断 さ れ た と き 、 前 記 動 き 検 出
手 段 に よ り 検 出 さ れ た 移 動 体 の 動 き が あ ら か じ め 定 め ら れ た 動 き か 否 か を 判 断 す る 動 き 判
断 手 段 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 移 動 体 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 移 動 体 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 動 き チ ェ ッ ク 手 段 は さ ら に 、
　 前 記 動 き 判 断 手 段 に よ り 移 動 体 の 動 き が あ ら か じ め 定 め ら れ た 動 き で あ る と 判 断 さ れ る
た び に 前 記 計 時 手 段 に よ り 計 測 さ れ た 経 過 時 間 を リ セ ッ ト す る 経 過 時 間 リ セ ッ ト 手 段 を 含
む こ と を 特 徴 と す る 移 動 体 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ に 記 載 の 移 動 体 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 結 果 提 示 手 段 は 、
　 前 記 動 き 判 断 手 段 に よ り 移 動 体 の 動 き が あ ら か じ め 定 め ら れ た 動 き で あ る と 判 断 さ れ た
と き 所 定 の 成 功 音 信 号 を 出 力 し 、 前 記 時 間 制 限 手 段 に よ り 経 過 時 間 が 制 限 時 間 内 で な い と
判 断 さ れ た と き 所 定 の 失 敗 音 信 号 を 出 力 す る 音 信 号 出 力 手 段 と 、
　 前 記 音 信 号 出 力 手 段 か ら 出 力 さ れ た 音 信 号 に 基 づ い て 音 を 発 生 す る ス ピ ー カ と を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 移 動 体 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 移 動 体 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 動 き チ ェ ッ ク 手 段 は さ ら に 、
　 前 記 動 き 判 断 手 段 に よ り 移 動 体 の 動 き が あ ら か じ め 定 め ら れ た 動 き で あ る と 判 断 さ れ た
回 数 に 応 じ て 所 定 の 評 価 値 を 設 定 す る 評 価 手 段 を 含 み 、
　 前 記 音 信 号 出 力 手 段 は 、 前 記 評 価 手 段 に よ り 設 定 さ れ た 評 価 値 に 対 応 す る 所 定 の 評 価 音
信 号 を 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 移 動 体 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 移 動 体 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 動 き 検 出 手 段 は 前 記 移 動 体 に 装 着 さ れ 、
　 前 記 移 動 体 シ ス テ ム は さ ら に 、
　 前 記 移 動 体 に 装 着 さ れ 、 前 記 動 き 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 移 動 体 の 動 き を 送 信 す る 無
線 送 信 機 と 、
　 プ レ ー ヤ に 装 着 さ れ る 携 帯 情 報 端 末 と 、
　 前 記 携 帯 情 報 端 末 に 接 続 さ れ る ヘ ッ ド ホ ン と を 備 え 、
　 前 記 動 き チ ェ ッ ク 手 段 及 び 前 記 結 果 提 示 手 段 は 前 記 携 帯 情 報 端 末 に 含 ま れ 、 前 記 携 帯 情
報 端 末 は 、 前 記 無 線 送 信 機 か ら 送 信 さ れ た 移 動 体 の 動 き を 受 信 す る 無 線 受 信 機 を 含 み 、
　 前 記 ス ピ ー カ は 前 記 ヘ ッ ド ホ ン に 含 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 移 動 体 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 プ レ ー ヤ の 体 重 移 動 に 応 じ て 操 縦 可 能 な 移 動 体 の 動 き に 基 づ い て 移 動 体 が あ ら か じ め 定
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め ら れ た 通 り に 動 い た か 否 か を チ ェ ッ ク す る 動 き チ ェ ッ ク ス テ ッ プ と 、
　 前 記 動 き チ ェ ッ ク ス テ ッ プ に よ る チ ェ ッ ク 結 果 を プ レ ー ヤ に 提 示 す る 結 果 提 示 ス テ ッ プ
と を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た め の 移 動 体 シ ス テ ム 用 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 移 動 体 シ ス テ ム 用 プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 前 記 動 き チ ェ ッ ク ス テ ッ プ は 、
　 経 過 時 間 を 計 測 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 計 測 さ れ た 経 過 時 間 が 所 定 の 制 限 時 間 内 か 否 か を 判 断 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 計 測 さ れ た 経 過 時 間 が 制 限 時 間 内 で あ る と 判 断 さ れ た と き 、 前 記 移 動 体 の 動 き が あ
ら か じ め 定 め ら れ た 動 き か 否 か を 判 断 す る ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 移 動 体 シ ス
テ ム 用 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 移 動 体 シ ス テ ム 用 プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 前 記 動 き チ ェ ッ ク ス テ ッ プ は さ ら に 、
　 前 記 移 動 体 の 動 き が あ ら か じ め 定 め ら れ た 動 き で あ る と 判 断 さ れ る た び に 前 記 計 測 さ れ
た 経 過 時 間 を リ セ ッ ト す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 移 動 体 シ ス テ ム 用 プ ロ グ ラ ム
。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ８ 又 は 請 求 項 ９ に 記 載 の 移 動 体 シ ス テ ム 用 プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 前 記 結 果 提 示 ス テ ッ プ は 、
　 前 記 移 動 体 の 動 き が あ ら か じ め 定 め ら れ た 動 き で あ る と 判 断 さ れ た と き 所 定 の 成 功 音 信
号 を ス ピ ー カ に 出 力 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 計 測 さ れ た 経 過 時 間 が 制 限 時 間 内 で な い と 判 断 さ れ た と き 所 定 の 失 敗 音 信 号 を ス ピ
ー カ に 出 力 す る ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 移 動 体 シ ス テ ム 用 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 移 動 体 シ ス テ ム 用 プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 前 記 動 き チ ェ ッ ク ス テ ッ プ は さ ら に 、
　 前 記 移 動 体 の 動 き が あ ら か じ め 定 め ら れ た 動 き で あ る と 判 断 さ れ た 回 数 に 応 じ て 所 定 の
評 価 値 を 設 定 す る ス テ ッ プ を 含 み 、
　 前 記 結 果 提 示 ス テ ッ プ は さ ら に 、
　 前 記 設 定 さ れ た 評 価 値 に 対 応 す る 所 定 の 評 価 音 信 号 を ス ピ ー カ に 出 力 す る ス テ ッ プ を 含
む こ と を 特 徴 と す る 移 動 体 シ ス テ ム 用 プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 移 動 体 シ ス テ ム 及 び 移 動 体 シ ス テ ム 用 プ ロ グ ラ ム に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、
移 動 体 に 乗 る 練 習 を ゲ ー ム 感 覚 で 行 う た め の 移 動 体 シ ス テ ム 及 び 移 動 体 シ ス テ ム 用 プ ロ グ
ラ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ス ケ ー ト ボ ー ド は プ レ イ ヤ が 乗 る ボ ー ド に 車 輪 を 取 り 付 け た ス ポ ー ツ 用 具 で 、 手 軽 に 路
面 上 を 滑 走 で き る の で 、 特 に 若 者 の 間 で 人 気 が あ る 。 ス ケ ー ト ボ ー ド の プ レ イ ヤ は 滑 走 だ
け で は 面 白 味 に 欠 け る の で 、 ヘ ッ ド ホ ン ス テ レ オ で 音 楽 を 聴 き な が ら 滑 走 し た り 、 障 害 物
を 等 間 隔 に 並 べ て ス ラ ロ ー ム を し た り し て 遊 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ス ケ ー ト ボ ー ド に 乗 れ る よ う に な る た め に は 、 障 害 物 を 回 避 し な が ら 滑 走 す る ス ラ ロ ー
ム 、 進 行 方 向 を 逆 方 向 に 切 り 替 え る ス イ ッ チ な ど 、 様 々 な テ ク ニ ッ ク を 練 習 す る 必 要 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 手 く 滑 走 で き た か 否 か に つ い て は 、 プ レ イ ヤ 自 ら が 評 価 す る か 、 滑 走
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し て い る と こ ろ を 他 人 に 見 て も ら う し か な か っ た 。 そ の た め 、 １ 人 で 練 習 し て 上 達 す る こ
と は 困 難 で 、 面 白 味 み も な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 ス ラ ロ ー ム を す る た め に は 、 実 際 に 障 害 物 を 用 意 し な け れ ば な ら な い し 、 ま た 、
そ れ ら を 並 べ る の に 必 要 な 広 い 場 所 を 確 保 し な け れ ば な ら な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 開 平 ９ － ２ ３ ４ ２ ８ ９ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に は 、 遊 園 地 等 に 設 置 さ れ る 自 動 車 遊 戯
装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 装 置 は 、 プ レ イ ヤ は 遊 戯 用 の 小 型 自 動 車 に 乗 り 、 自 動 車 を ぶ
つ け 合 い な が ら 規 定 の 経 路 を 走 行 す る の を 競 う も の で あ る 。 路 面 に 光 源 を 埋 設 し て お き 、
そ の 光 源 か ら の 光 を 自 動 車 の 下 面 に 付 設 し た セ ン サ で 感 知 し 、 そ の 回 数 を カ ウ ン ト す る よ
う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 装 置 で は 、 光 源 を 路 面 に 埋 設 し て い る た め 、 自 動 車 は 専 用 の コ ー ス
し か 走 行 す る こ と が で き な い 。 ま た 、 光 源 の 位 置 を 変 更 す る こ と は 困 難 で あ る た め 、 飽 き
ら れ や す い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ９ ５ ８ ５ ６ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） に は 、 現 実 の 自 動 二 輪 車 を 用 い
た オ リ エ ン テ ー リ ン グ の よ う な ゲ ー ム シ ス テ ム が 開 示 さ れ て い る 。 こ の シ ス テ ム は 、 現 実
に 存 在 す る エ リ ア に 所 定 の ポ イ ン ト を 割 り 当 て て お き 、 自 動 二 輪 車 が そ の エ リ ア に 入 る と
、 所 定 の ポ イ ン ト が 加 点 又 は 減 点 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し な が ら 、 こ の シ ス テ ム で は 、 エ リ ア は 現 実 に 存 在 す る も の に 限 ら れ 、 し か も 得 点
を 競 う と い う あ り ふ れ た も の に 過 ぎ な い た め 、 や は り 面 白 味 に 欠 け る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 本 出 願 人 は 、 特 願 ２ ０ ０ ４ － １ ５ ２ ０ １ 号 （ 関 連 出 願 １ ） に お い て 、 外 部 状 況 に
応 じ て 音 楽 を 変 化 さ せ る ス ケ ー ト ボ ー ド を 提 案 し て い る 。 ま た 、 本 出 願 人 は 、 特 願 ２ ０ ０
４ － １ ５ ２ ０ ２ 号 （ 関 連 出 願 ２ ） に お い て 、 運 動 状 態 に 応 じ て 音 楽 を 変 化 さ せ る ス ケ ー ト
ボ ー ド を 提 案 し て い る 。 さ ら に 、 本 出 願 人 は 、 特 願 ２ ０ ０ ４ － １ ５ ２ ０ ３ 号 （ 関 連 出 願 ３
） に お い て 、 ボ ー ド に 一 対 の ス ピ ー カ を 取 り 付 け た ス ケ ー ト ボ ー ド を 提 案 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ３ ４ ２ ８ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ９ ５ ８ ６ ５ 号 公 報
【 ０ ０ １ １ 】
　 　 ［ 関 連 出 願 １ ］ 特 願 ２ ０ ０ ４ － １ ５ ２ ０ １ 号
　 　 ［ 関 連 出 願 ２ ］ 特 願 ２ ０ ０ ４ － １ ５ ２ ０ ２ 号
　 　 ［ 関 連 出 願 ３ ］ 特 願 ２ ０ ０ ４ － １ ５ ２ ０ ３ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 移 動 体 に 乗 る 練 習 を ゲ ー ム 感 覚 で す る こ と の 可 能 な 移 動 体 シ ス テ ム 及
び 移 動 体 シ ス テ ム 用 プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 及 び 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ る 移 動 体 シ ス テ ム は 、 動 き 検 出 手 段 と 、 動 き チ ェ ッ ク 手 段 と 、 結 果 提 示 手 段
と を 備 え る 。 動 き 検 出 手 段 は 、 プ レ イ ヤ の 体 重 移 動 に 応 じ て 操 縦 可 能 な 移 動 体 の 動 き を 検
出 す る 。 動 き チ ェ ッ ク 手 段 は 、 動 き 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 移 動 体 の 動 き に 基 づ い て 移
動 体 が あ ら か じ め 定 め ら れ た 通 り に 動 い た か 否 か を チ ェ ッ ク す る 。 結 果 提 示 手 段 は 、 動 き
チ ェ ッ ク 手 段 に よ る チ ェ ッ ク 結 果 を プ レ イ ヤ に 提 示 す る 。 こ こ で 、 移 動 体 は 、 プ レ イ ヤ の
体 重 移 動 に 応 じ て 操 縦 可 能 な も の で あ っ て 、 た と え ば ス ケ ー ト ボ ー ド 、 ス ノ ー ボ ー ド 、 キ
ッ ク ボ ー ド 、 ス キ ー 、 セ グ ウ ェ イ （ 登 録 商 標 ） 、 自 動 二 輪 車 な ど を 含 む 。 動 き 検 出 手 段 は
、 た と え ば 移 動 体 の ス テ ア リ ン グ 角 度 や 速 度 、 移 動 体 に か か る プ レ イ ヤ の 荷 重 な ど に 基 づ
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い て 移 動 体 の 動 き を 検 出 す る 。 動 き チ ェ ッ ク 手 段 は 、 た と え ば 移 動 体 が 左 右 に 順 に 曲 が っ
た か 否 か を 判 断 し た り 、 あ る い は 移 動 体 の 進 行 方 向 が 逆 方 向 に な っ た か 否 か を 判 断 し た り
す る 。 チ ェ ッ ク 結 果 は 、 成 功 音 、 失 敗 音 、 音 声 な ど の 聴 覚 情 報 で プ レ イ ヤ に 知 覚 さ せ て も
よ く 、 ま た 、 画 面 表 示 な ど の 視 覚 情 報 で プ レ イ ヤ に 知 覚 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 移 動 体 シ ス テ ム に よ れ ば 、 移 動 体 の 動 き が 検 出 さ れ 、 こ れ に 基 づ い て 移 動 体 が あ ら
か じ め 定 め ら れ た 通 り に 動 い た か 否 か が チ ェ ッ ク さ れ 、 そ の チ ェ ッ ク 結 果 が プ レ イ ヤ に 提
示 さ れ る の で 、 プ レ イ ヤ は 移 動 体 に 乗 る 練 習 を ゲ ー ム 感 覚 で す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 動 き チ ェ ッ ク 手 段 は 、 計 時 手 段 と 、 時 間 制 限 手 段 と 、 動 き 判 断 手 段 と を 含
む 。 計 時 手 段 は 、 経 過 時 間 を 計 測 す る 。 時 間 制 限 手 段 は 、 計 時 手 段 に よ り 計 測 さ れ た 経 過
時 間 が 所 定 の 制 限 時 間 内 か 否 か を 判 断 す る 。 動 き 判 断 手 段 は 、 時 間 制 限 手 段 に よ り 経 過 時
間 が 制 限 時 間 内 で あ る と 判 断 さ れ た と き 、 動 き 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 移 動 体 の 動 き が
あ ら か じ め 定 め ら れ た 動 き か 否 か を 判 断 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 場 合 、 プ レ イ ヤ は 移 動 体 を 操 縦 し て 規 定 の 動 き を 制 限 時 間 内 に し な け れ ば な ら な い
の で 、 よ り 効 果 的 に 移 動 体 に 乗 る 練 習 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 ま し く は 、 動 き チ ェ ッ ク 手 段 は さ ら に 、 動 き 判 断 手 段 に よ り 移 動 体 の 動 き が あ ら か じ
め 定 め ら れ た 動 き で あ る と 判 断 さ れ る た び に 計 時 手 段 に よ り 計 測 さ れ た 経 過 時 間 を リ セ ッ
ト す る 経 過 時 間 リ セ ッ ト 手 段 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 場 合 、 プ レ イ ヤ は 移 動 体 を 操 縦 し て 規 定 の 動 き を 制 限 時 間 ご と に 繰 り 返 さ な け れ ば
な ら な い の で 、 よ り 効 果 的 に 移 動 体 に 乗 る 練 習 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 好 ま し く は 、 結 果 提 示 手 段 は 、 音 信 号 出 力 手 段 と 、 ス ピ ー カ と を 含 む 。 音 信 号 出 力 手 段
は 、 動 き 判 断 手 段 に よ り 移 動 体 の 動 き が あ ら か じ め 定 め ら れ た 動 き で あ る と 判 断 さ れ た と
き 所 定 の 成 功 音 信 号 を 出 力 し 、 時 間 制 限 手 段 に よ り 経 過 時 間 が 制 限 時 間 内 で な い と 判 断 さ
れ た と き 所 定 の 失 敗 音 信 号 を 出 力 す る 。 ス ピ ー カ は 、 音 信 号 出 力 手 段 か ら 出 力 さ れ た 音 信
号 に 基 づ い て 音 を 発 生 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 場 合 、 移 動 体 の 動 き が あ ら か じ め 定 め ら れ た 動 き で あ る と 判 断 さ れ た と き は 成 功 音
が ス ピ ー カ か ら 発 生 さ れ 、 経 過 時 間 が 制 限 時 間 内 で な い と 判 断 さ れ た と き は 失 敗 音 が ス ピ
ー カ か ら 発 生 さ れ る の で 、 プ レ イ ヤ は 移 動 体 の 操 縦 に 成 功 し た か 失 敗 し た か を 聴 覚 で 認 識
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 好 ま し く は 、 動 き チ ェ ッ ク 手 段 は さ ら に 、 動 き 判 断 手 段 に よ り 移 動 体 の 動 き が あ ら か じ
め 定 め ら れ た 動 き で あ る と 判 断 さ れ た 回 数 に 応 じ て 所 定 の 評 価 値 を 設 定 す る 評 価 手 段 を 含
む 。 音 信 号 出 力 手 段 は 、 評 価 手 段 に よ り 設 定 さ れ た 評 価 値 に 対 応 す る 所 定 の 評 価 音 信 号 を
出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 場 合 、 移 動 体 の 動 き が あ ら か じ め 定 め ら れ た 動 き で あ る と 判 断 さ れ た 回 数 に 応 じ て
評 価 音 が ス ピ ー カ か ら 発 生 さ れ る の で 、 プ レ イ ヤ は 移 動 体 の 操 縦 に 成 功 し た レ ベ ル を 認 識
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 好 ま し く は 、 動 き 検 出 手 段 は 移 動 体 に 装 着 さ れ る 。 移 動 体 シ ス テ ム は さ ら に 、 無 線 送 信
機 と 、 携 帯 情 報 端 末 と 、 ヘ ッ ド ホ ン と を 備 え る 。 無 線 送 信 機 は 、 移 動 体 に 装 着 さ れ 、 動 き
検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 移 動 体 の 動 き を 送 信 す る 。 携 帯 情 報 端 末 は 、 プ レ イ ヤ に 装 着 さ
れ る 。 ヘ ッ ド ホ ン は 、 携 帯 情 報 端 末 に 接 続 さ れ る 。 動 き チ ェ ッ ク 手 段 及 び 結 果 提 示 手 段 は
携 帯 情 報 端 末 に 含 ま れ る 。 携 帯 情 報 端 末 は 、 無 線 送 信 機 か ら 送 信 さ れ た 移 動 体 の 動 き を 受
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信 す る 無 線 受 信 機 を 含 む 。 ス ピ ー カ は ヘ ッ ド ホ ン に 含 ま れ る 。 こ こ で 、 携 帯 情 報 端 末 は 、
た と え ば Ｐ Ｄ Ａ (Personal Digital Assistance)、 携 帯 音 楽 プ レ イ ヤ 、 携 帯 電 話 機 な ど を
含 む 。 ヘ ッ ド ホ ン は 、 バ ン ド な ど で 頭 に か ぶ り 耳 に 当 て る よ う に し た 狭 義 の ヘ ッ ド ホ ン だ
け で な く 、 両 耳 に 差 し 込 む か 当 て る よ う に し た イ ヤ ホ ー ン な ど も 含 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 場 合 、 移 動 体 の 動 き は 移 動 体 か ら 携 帯 情 報 端 末 に 無 線 で 送 信 さ れ る の で 、 プ レ イ ヤ
は ヘ ッ ド ホ ン 及 び 携 帯 情 報 端 末 を 身 体 に 装 着 し て 移 動 体 を 自 在 に 操 縦 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 移 動 体 シ ス テ ム 用 プ ロ グ ラ ム は 、 プ レ イ ヤ の 体 重 移 動 に 応 じ て 操 縦 可 能 な
移 動 体 の 動 き に 基 づ い て 移 動 体 が あ ら か じ め 定 め ら れ た 通 り に 動 い た か 否 か を チ ェ ッ ク す
る 動 き チ ェ ッ ク ス テ ッ プ と 、 動 き チ ェ ッ ク ス テ ッ プ に よ る チ ェ ッ ク 結 果 を プ レ イ ヤ に 提 示
す る 結 果 提 示 ス テ ッ プ と を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 移 動 体 シ ス テ ム 用 プ ロ グ ラ ム に よ れ ば 、 移 動 体 の 動 き に 基 づ い て 移 動 体 が あ ら か じ
め 定 め ら れ た 通 り に 動 い た か 否 か が チ ェ ッ ク さ れ 、 そ の チ ェ ッ ク 結 果 が プ レ イ ヤ に 提 示 さ
れ る の で 、 プ レ イ ヤ は 移 動 体 に 乗 る 練 習 を ゲ ー ム 感 覚 で す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 好 ま し く は 、 動 き チ ェ ッ ク ス テ ッ プ は 、 経 過 時 間 を 計 測 す る ス テ ッ プ と 、 計 測 さ れ た 経
過 時 間 が 所 定 の 制 限 時 間 内 か 否 か を 判 断 す る ス テ ッ プ と 、 計 測 さ れ た 経 過 時 間 が 制 限 時 間
内 で あ る と 判 断 さ れ た と き 、 移 動 体 の 動 き が あ ら か じ め 定 め ら れ た 動 き か 否 か を 判 断 す る
ス テ ッ プ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 場 合 、 プ レ イ ヤ は 移 動 体 を 操 縦 し て 規 定 の 動 き を 制 限 時 間 内 に し な け れ ば な ら な い
の で 、 よ り 効 果 的 に 移 動 体 に 乗 る 練 習 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 好 ま し く は 、 動 き チ ェ ッ ク ス テ ッ プ は さ ら に 、 移 動 体 の 動 き が あ ら か じ め 定 め ら れ た 動
き で あ る と 判 断 さ れ る た び に 計 測 さ れ た 経 過 時 間 を リ セ ッ ト す る ス テ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 場 合 、 プ レ イ ヤ は 移 動 体 を 操 縦 し て 規 定 の 動 き を 制 限 時 間 ご と に 繰 り 返 さ な け れ ば
な ら な い の で 、 よ り 効 果 的 に 移 動 体 に 乗 る 練 習 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 好 ま し く は 、 結 果 提 示 ス テ ッ プ は 、 移 動 体 の 動 き が あ ら か じ め 定 め ら れ た 動 き で あ る と
判 断 さ れ た と き 所 定 の 成 功 音 信 号 を ス ピ ー カ に 出 力 す る ス テ ッ プ と 、 計 測 さ れ た 経 過 時 間
が 制 限 時 間 内 で な い と 判 断 さ れ た と き 所 定 の 失 敗 音 信 号 を ス ピ ー カ に 出 力 す る ス テ ッ プ と
を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 場 合 、 移 動 体 の 動 き が あ ら か じ め 定 め ら れ た 動 き で あ る と 判 断 さ れ た と き は 成 功 音
が ス ピ ー カ か ら 発 生 さ れ 、 経 過 時 間 が 制 限 時 間 内 で な い と 判 断 さ れ た と き は 失 敗 音 が ス ピ
ー カ か ら 発 生 さ れ る の で 、 プ レ イ ヤ は 移 動 体 の 操 縦 に 成 功 し た か 失 敗 し た か を 聴 覚 で 認 識
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 好 ま し く は 、 動 き チ ェ ッ ク ス テ ッ プ は さ ら に 、 移 動 体 の 動 き が あ ら か じ め 定 め ら れ た 動
き で あ る と 判 断 さ れ た 回 数 に 応 じ て 所 定 の 評 価 値 を 設 定 す る ス テ ッ プ を 含 む 。 結 果 提 示 ス
テ ッ プ は さ ら に 、 設 定 さ れ た 評 価 値 に 対 応 す る 所 定 の 評 価 音 信 号 を ス ピ ー カ に 出 力 す る ス
テ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 場 合 、 移 動 体 の 動 き が あ ら か じ め 定 め ら れ た 動 き で あ る と 判 断 さ れ た 回 数 に 応 じ て
評 価 音 が ス ピ ー カ か ら 発 生 さ れ る の で 、 プ レ イ ヤ は 移 動 体 の 操 縦 に 成 功 し た レ ベ ル を 認 識
す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 し く 説 明 す る 。 図 中 同 一 又 は 相 当 部 分 に
は 同 一 符 号 を 付 し て そ の 説 明 は 繰 り 返 さ な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る ス ケ ー ト ボ ー ド シ ス テ ム １ ０ は 、 ス ケ ー ト
ボ ー ド １ ２ と 、 Ｐ Ｄ Ａ (Personal Digital Assistance)１ ４ と 、 ス テ レ オ 式 ヘ ッ ド ホ ン １
６ と を 備 え る 。 プ レ イ ヤ １ ８ は ヘ ッ ド ホ ン １ ６ を 装 着 し 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ か ら 送 信 さ れ る 音 楽
を 聴 き な が ら ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ に 乗 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ２ を 参 照 し て 、 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ は 、 楕 円 形 の ボ ー ド ２ ０ と 、 そ の 前 後 に 取 り 付 け
ら れ た 車 輪 ２ ２ ， ２ ４ と を 備 え る 。 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ は 動 力 源 を 有 し 、 自 走 可 能 で あ る
。 具 体 的 に は 、 前 後 の 車 輪 ２ ２ ， ２ ４ に モ ー タ ２ ６ ， ２ ８ が 内 蔵 さ れ て お り 、 モ ー タ ド ラ
イ バ ３ ０ ， ３ ２ に よ り モ ー タ ２ ６ ， ２ ８ が 駆 動 さ れ る と 、 前 後 の 車 輪 ２ ２ ， ２ ４ が 回 転 し
、 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ が 自 走 す る 。 詳 細 な 構 造 は 、 特 願 ２ ０ ０ ４ － １ ５ ２ ０ １ 号 、 特 願 ２
０ ０ ４ － １ ５ ２ ０ ２ 号 及 び 特 願 ２ ０ ０ ４ － １ ５ ２ ０ ３ 号 に 開 示 さ れ て い る の で 、 こ こ に そ
の 開 示 を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ は 、 後 輪 ２ ４ 内 の モ ー タ ２ ８ を 制 御 す る マ ス タ Ｍ Ｃ Ｕ (Motor Contr
ol Unit)３ ４ と 、 前 輪 ２ ２ 内 の モ ー タ ２ ６ を 制 御 す る ス レ ー ブ Ｍ Ｃ Ｕ ３ ６ と を 備 え る 。 マ
ス タ Ｍ Ｃ Ｕ ３ ４ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ (Central Processing Unit)３ ８ と 、 後 輪 ２ ４ 内 の モ ー タ ２ ８
を 駆 動 す る モ ー タ ド ラ イ バ ３ ２ と 、 後 輪 ２ ４ 内 の モ ー タ ２ ８ に 供 給 さ れ る 電 流 を 検 知 す る
電 流 セ ン サ ４ ０ と を 備 え る 。 ス レ ー ブ Ｍ Ｃ Ｕ ３ ６ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ ２ と 、 前 輪 ２ ２ 内 の モ ー タ
２ ６ を 駆 動 す る モ ー タ ド ラ イ バ ３ ０ と 、 前 輪 ２ ２ 内 の モ ー タ ２ ６ に 供 給 さ れ る 電 流 を 検 知
す る 電 流 セ ン サ ４ ４ と を 備 え る 。 ス レ ー ブ Ｍ Ｃ Ｕ ３ ６ は 、 Ｃ Ａ Ｎ (Controller Area Netwo
rk)バ ス ４ ６ 経 由 で マ ス タ Ｍ Ｃ Ｕ ３ ４ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ は さ ら に 、 前 輪 ２ ２ の ス テ ア リ ン グ 角 を 検 知 す る ス テ ア リ ン グ セ ン
サ ４ ８ と 、 前 輪 ２ ２ に か か る 荷 重 を 検 知 す る 荷 重 セ ン サ ５ ０ と 、 後 輪 ２ ４ の ス テ ア リ ン グ
角 を 検 知 す る ス テ ア リ ン グ セ ン サ ５ ２ と 、 後 輪 ２ ４ に か か る 荷 重 を 検 知 す る 荷 重 セ ン サ ５
４ と を 備 え る 。 ス テ ア リ ン グ セ ン サ ４ ８ ， ５ ２ 及 び 荷 重 セ ン サ ５ ０ ， ５ ４ は 全 て マ ス タ Ｍ
Ｃ Ｕ ３ ４ に 接 続 さ れ て お り 、 マ ス タ Ｍ Ｃ Ｕ ３ ４ は ス テ ア リ ン グ セ ン サ ４ ８ ， ５ ２ で 検 知 さ
れ た ス テ ア リ ン グ 角 と 荷 重 セ ン サ ５ ０ ， ５ ４ で 検 知 さ れ た 荷 重 を 受 け 付 け る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ は さ ら に 、 後 輪 ２ ４ の 回 転 数 を 検 知 す る エ ン コ ー ダ ５ ６ と 、 近 距 離
無 線 通 信 （ ブ ル ー ト ゥ ー ス （ 登 録 商 標 ） な ど ） に よ る 無 線 送 信 機 ５ ８ と を 備 え る 。 エ ン コ
ー ダ ５ ６ も マ ス タ Ｍ Ｃ Ｕ ３ ４ に 接 続 さ れ て お り 、 マ ス タ Ｍ Ｃ Ｕ ３ ４ は エ ン コ ー ダ ５ ６ で 検
知 さ れ た 後 輪 ２ ４ の 回 転 数 を 受 け 付 け 、 こ れ に 基 づ い て ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ の 速 度 を 算 出
す る 。 無 線 送 信 機 ５ ８ も マ ス タ Ｍ Ｃ ３ ４ に 接 続 さ れ て お り 、 マ ス タ Ｍ Ｃ Ｕ ３ ４ は ス テ ア リ
ン グ 角 、 荷 重 、 速 度 等 の デ ー タ 信 号 を 無 線 送 信 機 ５ ８ に よ り Ｐ Ｄ Ａ １ ４ に 向 け て 送 信 す る
。 デ ー タ 信 号 の 送 信 周 期 は 、 た と え ば １ ～ １ ０ ０ ミ リ 秒 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ３ を 参 照 し て 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ と 、 Ｒ Ａ Ｍ (Random Accesses Memory)、 Ｒ
Ｏ Ｍ (Read Only Memory)、 ハ ー ド デ ィ ス ク な ど の メ モ リ ６ ２ と 、 無 線 送 信 機 ５ ８ と 対 を な
す 無 線 受 信 機 ６ ４ と 、 Ｌ Ｃ Ｄ (Liquid Crystal Display)な ど の デ ィ ス プ レ イ ６ ６ と 、 プ レ
イ ヤ の 操 作 に 応 じ て 入 力 を 受 け 付 け る タ ッ チ パ ネ ル ６ ８ と 、 音 声 出 力 回 路 ７ ０ と を 備 え る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 無 線 受 信 機 ６ ４ は 、 無 線 送 信 機 ５ ８ か ら 送 信 さ れ て 来 た ス テ ア リ ン グ 角 、 荷 重 、 速 度 等
の デ ー タ 信 号 を 受 信 す る 。 ヘ ッ ド ホ ン １ ６ は 音 声 出 力 回 路 ７ ０ に 接 続 さ れ 、 音 信 号 に 基 づ
い て 音 声 、 音 楽 、 効 果 音 な ど 、 各 種 の 音 を 発 生 す る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 ス ケ ー ト ボ ー ド シ ス テ ム １ ０ の 操 作 方 法 及 び 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ス ケ ー ト ボ ー ド シ ス テ ム １ ０ を 用 い れ ば 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 し た ス ラ ロ ー ム 並 び に 図 ６
に 示 し た ス イ ッ チ を 評 価 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 た と え ば 図 ４ に 示 す よ う に 、 プ レ イ ヤ １ ８ が ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ に 乗 っ て ス ラ ロ ー ム を
始 め 、 右 に 曲 が っ て か ら 左 に 曲 が る と い う 一 連 の 動 き を 何 回 か 連 続 し て 繰 り 返 す と 、 そ の
回 数 に 応 じ て 評 価 点 が 与 え ら れ 、 所 定 の 成 功 音 が ヘ ッ ド ホ ン １ ６ か ら 聞 こ え て く る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 一 方 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 右 に 曲 が っ て か ら 所 定 の 制 限 時 間 内 に 左 に 曲 が れ な か っ た り
、 逆 に 、 左 に 曲 が っ て か ら 所 定 の 制 限 時 間 内 に 右 に 曲 が れ な か っ た り す る と 、 評 価 点 は 与
え ら れ ず 、 所 定 の 失 敗 音 が ヘ ッ ド ホ ン １ ６ か ら 聞 こ え て く る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 図 ６ に 示 す よ う に 、 プ レ イ ヤ １ ８ が ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ に 乗 っ て 前 進 し て い る と き
に 、 進 行 方 向 を 逆 方 向 に 切 り 替 え て バ ッ ク を 始 め る と 、 所 定 の 評 価 点 が 与 え ら れ 、 所 定 の
成 功 音 が ヘ ッ ド ホ ン １ ６ か ら 聞 こ え て く る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う な 練 習 ゲ ー ム を 実 現 す る た め に 、 図 ７ に 示 す よ う な ス ケ ー ト ボ ー ド シ ス テ ム 用
プ ロ グ ラ ム が Ｐ Ｄ Ａ １ ４ に イ ン ス ト ー ル さ れ る 。 具 体 的 に は 、 ス ケ ー ト ボ ー ド シ ス テ ム 用
プ ロ グ ラ ム が メ モ リ ６ ２ に 記 録 さ れ 、 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ が ス ケ ー ト ボ ー ド シ ス テ ム 用 プ ロ グ ラ ム
に 従 っ て 所 定 の 情 報 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ７ を 参 照 し て 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 、 ま ず ス テ ア リ ン グ セ ン サ ４ ８ ， ５ ２ に よ り 検 出 さ れ た
ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ の ス テ ア リ ン グ 角 に 基 づ い て ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ が あ ら か じ め 定 め ら
れ た 通 り に ス ラ ロ ー ム し た か 否 か を チ ェ ッ ク す る ス ラ ロ ー ム チ ェ ッ ク 処 理 を 実 行 し （ Ｓ １
） 、 次 に エ ン コ ー ダ ５ ６ 及 び マ ス タ Ｍ Ｃ Ｕ ３ ４ に よ り 検 出 さ れ た ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ の 速
度 に 基 づ い て 進 行 方 向 が 逆 方 向 に 切 り 替 え ら れ た か 否 か を チ ェ ッ ク す る ス イ ッ チ チ ェ ッ ク
処 理 を 実 行 し （ Ｓ ２ ） 、 次 に そ れ ら の チ ェ ッ ク 結 果 に 応 じ て 音 を 出 力 す る 音 出 力 処 理 を 実
行 す る （ Ｓ ３ ） 。 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 、 音 出 力 処 理 の 終 了 後 、 所 定 時 間 （ た と え ば ５ ０ ミ リ 秒 ）
が 経 過 す る た び に ス ラ ロ ー ム チ ェ ッ ク 処 理 、 ス イ ッ チ チ ェ ッ ク 処 理 及 び 音 出 力 処 理 を 繰 り
返 す （ Ｓ ４ ） 。 ス ラ ロ ー ム チ ェ ッ ク 処 理 の 詳 細 を 図 ８ Ａ ～ 図 ８ Ｃ に 示 し 、 ス イ ッ チ チ ェ ッ
ク 処 理 の 詳 細 を 図 ９ に 示 し 、 音 出 力 処 理 の 詳 細 を 図 １ ０ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ８ Ａ ～ 図 ８ Ｃ を 参 照 し て 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 、 ス テ ッ プ カ ウ ン タ が ０ か 否 か を 判 断 す る （
Ｓ １ ０ １ ） 。 ス テ ッ プ カ ウ ン タ は 、 右 又 は 左 に 曲 が っ た 回 数 を カ ウ ン ト す る も の で 、 最 初
に ０ に 初 期 化 さ れ た 後 、 後 述 す る ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ， Ｓ １ １ ４ ， Ｓ １ １ ９ ， Ｓ １ ２ ３ ， Ｓ
１ ２ ８ で イ ン ク リ メ ン ト さ れ 、 後 述 す る ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ ， Ｓ １ ３ ２ で ０ に リ セ ッ ト さ れ
る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ス テ ッ プ カ ウ ン タ が ０ の 場 合 （ Ｓ １ ０ １ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 、 無 線 受 信 機 ６ ４ に
よ り 受 信 さ れ た ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ の ス テ ア リ ン グ 角 等 に 基 づ い て ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ が
右 に 曲 が っ て い る か 否 か を 判 断 す る （ Ｓ １ ０ ２ ） 。 こ こ で 、 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ が 曲 が っ
て い る か 否 か の 判 断 を ス テ ア リ ン グ 角 だ け で 行 う と 、 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ が 停 止 し て い る
に も か か わ ら ず 曲 が っ て い る と 判 断 し て し ま う 可 能 性 が あ る 。 そ こ で 、 ス ケ ー ト ボ ー ド １
２ の 速 度 が ０ で な い 場 合 又 は 所 定 速 度 以 上 の 場 合 に 初 め て ス テ ア リ ン グ 角 に 基 づ い て ス ケ
ー ト ボ ー ド １ ２ が 曲 が っ て い る か 否 か を 判 断 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ が 右 に 曲 が っ て い る 場 合 （ Ｓ １ ０ ２ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は ス テ
ッ プ カ ウ ン タ を イ ン ク リ メ ン ト 、 つ ま り ０ か ら １ に カ ウ ン ト ア ッ プ す る （ Ｓ １ ０ ３ ） 。 そ
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し て 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は タ イ マ カ ウ ン タ に 所 定 の 制 限 時 間 α を 設 定 し （ Ｓ １ ０ ４ ） 、 本 ス ラ ロ
ー ム チ ェ ッ ク 処 理 （ Ｓ １ ） を 終 了 す る 。 タ イ マ カ ウ ン タ は 、 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ が 右 又 は
左 に 曲 が っ て か ら 逆 に 左 又 は 右 に 曲 が る ま で の 経 過 時 間 を 計 測 す る も の で 、 ス テ ッ プ Ｓ １
０ ４ ， Ｓ １ １ ５ ， Ｓ １ ２ ０ ， Ｓ １ ２ ４ ， Ｓ １ ２ ９ ， Ｓ １ ３ ３ で 制 限 時 間 α に 設 定 さ れ た 後
、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ７ ， Ｓ １ ２ １ ， Ｓ １ ２ ６ ， Ｓ １ ３ ０ ， Ｓ １ ３ ５ で デ ク リ メ ン ト さ れ る 。
一 方 、 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ が 右 に 曲 が っ て い な い 場 合 （ Ｓ １ ０ ２ で Ｎ Ｏ ） 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ 及 び Ｓ １ ０ ４ を ス キ ッ プ し て 本 ス ラ ロ ー ム チ ェ ッ ク 処 理 （ Ｓ １ ） を 終 了
す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ カ ウ ン タ が ０ で な い 場 合 （ Ｓ １ ０ １ で Ｎ Ｏ ） 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 、 タ イ マ カ
ウ ン タ が ０ か 否 か を 判 断 す る （ Ｓ １ ０ ５ ） 。 タ イ マ カ ウ ン タ が ０ に な っ て い る 場 合 （ Ｓ １
０ ５ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 プ レ イ ヤ １ ８ が 右 に 曲 が っ て か ら 制 限 時 間 α 内 に 再 び 右 に 曲 が る こ と が
で き な か っ た の で 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 、 ス テ ッ プ カ ウ ン タ を ０ に リ セ ッ ト し （ Ｓ １ ０ ６ ） か つ
失 敗 音 フ ラ グ を セ ッ ト し た 後 （ Ｓ １ ０ ７ ） 、 本 ス ラ ロ ー ム チ ェ ッ ク 処 理 （ Ｓ １ ） を 終 了 す
る 。 失 敗 音 フ ラ グ は 、 失 敗 音 を 出 力 す べ き か 否 か を 示 す 。 失 敗 音 は 、 ス ラ ロ ー ム の 失 敗 を
プ レ イ ヤ １ ８ に 知 ら せ る た め の 所 定 の 音 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 一 方 、 タ イ マ カ ウ ン タ が ０ に な っ て い な い 場 合 （ Ｓ １ ０ ５ で Ｎ Ｏ ） 、 プ レ イ ヤ １ ８ が 右
に 曲 が っ て か ら ま だ 制 限 時 間 α が 経 過 し て い な い の で 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 、 ス テ ッ プ カ ウ ン タ
が １ か ら ５ ま で の う ち い ず れ か を 判 断 す る （ Ｓ １ ０ ８ ～ Ｓ １ １ ２ ） 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ス テ ッ プ カ ウ ン タ が １ の 場 合 （ Ｓ １ ０ ８ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 プ レ イ ヤ １ ８ が 最 初 に 右 に 曲 が っ
て い る の で 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 、 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ が 左 に 曲 が っ て い る か 否 か を 判 断 す る （
Ｓ １ １ ３ ） 。 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ が 左 に 曲 が っ て い る 場 合 （ Ｓ １ １ ３ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 Ｐ Ｄ Ａ
１ ４ は ス テ ッ プ カ ウ ン タ を イ ン ク リ メ ン ト 、 つ ま り １ か ら ２ に カ ウ ン ト ア ッ プ す る （ Ｓ １
１ ４ ） 。 そ し て 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 再 び タ イ マ カ ウ ン タ に 制 限 時 間 α を 設 定 し （ Ｓ １ １ ５ ） 、
か つ 評 価 音 フ ラ グ を １ に 設 定 し た 後 （ Ｓ １ １ ６ ） 、 本 ス ラ ロ ー ム チ ェ ッ ク 処 理 （ Ｓ １ ） を
終 了 す る 。 評 価 音 フ ラ グ は 、 出 力 す べ き 評 価 音 を 示 す 。 評 価 音 は 、 右 に 曲 が っ て か ら 左 に
曲 が る と い う 一 連 の 動 き に 連 続 し て 成 功 し た 回 数 を プ レ イ ヤ １ ８ に 知 ら せ る た め の 所 定 の
音 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 評 価 音 を 成 功 音 と し て 出 力 す る 。 一 方 、 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２
が 左 に 曲 が っ て い な い 場 合 （ Ｓ １ １ ３ で Ｎ Ｏ ） 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は タ イ マ カ ウ ン タ を デ ク リ メ
ン ト 、 つ ま り １ だ け カ ウ ン ト ダ ウ ン し た 後 （ Ｓ １ １ ７ ） 、 本 ス ラ ロ ー ム チ ェ ッ ク 処 理 （ Ｓ
１ ） を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ カ ウ ン タ が ２ の 場 合 （ Ｓ １ ０ ９ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 プ レ イ ヤ １ ８ が 右 に 曲 が っ
て か ら 左 に 曲 が る と い う 一 連 の 動 き に １ 回 成 功 し て い る の で 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 、 ス ケ ー ト ボ
ー ド １ ２ が 右 に 曲 が っ て い る か 否 か を 判 断 す る （ Ｓ １ １ ８ ） 。 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ が 右 に
曲 が っ て い る 場 合 （ Ｓ １ １ ８ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は ス テ ッ プ カ ウ ン タ を イ ン ク リ メ ン
ト 、 つ ま り ２ か ら ３ に カ ウ ン ト ア ッ プ す る （ Ｓ １ １ ９ ） 。 そ し て 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 再 び タ イ
マ カ ウ ン タ に 制 限 時 間 α を 設 定 し た 後 （ Ｓ １ ２ ０ ） 、 本 ス ラ ロ ー ム チ ェ ッ ク 処 理 （ Ｓ １ ）
を 終 了 す る 。 一 方 、 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ が 右 に 曲 が っ て い な い 場 合 （ Ｓ １ １ ８ で Ｎ Ｏ ） 、
Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は タ イ マ カ ウ ン タ を デ ク リ メ ン ト し た 後 （ Ｓ １ ２ １ ） 、 本 ス ラ ロ ー ム チ ェ ッ ク
処 理 （ Ｓ １ ） を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ カ ウ ン タ が ３ の 場 合 （ Ｓ １ １ ０ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 プ レ イ ヤ １ ８ が 右 に 曲 が っ
て か ら 左 に 曲 が る と い う 一 連 の 動 き に １ 回 成 功 し た 後 に 再 び 右 に 曲 が っ て い る の で 、 Ｐ Ｄ
Ａ １ ４ は 、 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ が 左 に 曲 が っ て い る か 否 か を 判 断 す る （ Ｓ １ ２ ２ ） 。 ス ケ
ー ト ボ ー ド １ ２ が 左 に 曲 が っ て い る 場 合 （ Ｓ １ ２ ２ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は ス テ ッ プ カ
ウ ン タ を イ ン ク リ メ ン ト 、 つ ま り ３ か ら ４ に カ ウ ン ト ア ッ プ す る （ Ｓ １ ２ ３ ） 。 そ し て 、
Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 再 び タ イ マ カ ウ ン タ に 制 限 時 間 α を 設 定 し （ Ｓ １ ２ ４ ） 、 か つ 評 価 音 フ ラ グ

10

20

30

40

50

(9) JP 2007-29236 A 2007.2.8



を ２ に 設 定 し た 後 （ Ｓ １ ２ ５ ） 、 本 ス ラ ロ ー ム チ ェ ッ ク 処 理 （ Ｓ １ ） を 終 了 す る 。 一 方 、
ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ が 左 に 曲 が っ て い な い 場 合 （ Ｓ １ ２ ２ で Ｎ Ｏ ） 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は タ イ マ
カ ウ ン タ を デ ク リ メ ン ト し た 後 （ Ｓ １ ２ ６ ） 、 本 ス ラ ロ ー ム チ ェ ッ ク 処 理 （ Ｓ １ ） を 終 了
す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ カ ウ ン タ が ４ の 場 合 （ Ｓ １ １ １ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 プ レ イ ヤ １ ８ が 右 に 曲 が っ
て か ら 左 に 曲 が る と い う 一 連 の 動 き に ２ 回 成 功 し て い る の で 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 、 ス ケ ー ト ボ
ー ド １ ２ が 右 に 曲 が っ て い る か 否 か を 判 断 す る （ Ｓ １ ２ ７ ） 。 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ が 右 に
曲 が っ て い る 場 合 （ Ｓ １ ２ ７ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は ス テ ッ プ カ ウ ン タ を イ ン ク リ メ ン
ト 、 つ ま り ４ か ら ５ に カ ウ ン ト ア ッ プ す る （ Ｓ １ ２ ８ ） 。 そ し て 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 再 び タ イ
マ カ ウ ン タ に 制 限 時 間 α を 設 定 し た 後 （ Ｓ １ ２ ９ ） 、 本 ス ラ ロ ー ム チ ェ ッ ク 処 理 （ Ｓ １ ）
を 終 了 す る 。 一 方 、 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ が 右 に 曲 が っ て い な い 場 合 （ Ｓ １ ２ ７ で Ｎ Ｏ ） 、
Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は タ イ マ カ ウ ン タ を デ ク リ メ ン ト し た 後 （ Ｓ １ ３ ０ ） 、 本 ス ラ ロ ー ム チ ェ ッ ク
処 理 （ Ｓ １ ） を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ カ ウ ン タ が ５ の 場 合 （ Ｓ １ １ ２ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 プ レ イ ヤ １ ８ が 右 に 曲 が っ
て か ら 左 に 曲 が る と い う 一 連 の 動 き に ２ 回 成 功 し た 後 に 再 び 右 に 曲 が っ て い る の で 、 Ｐ Ｄ
Ａ １ ４ は 、 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ が 左 に 曲 が っ て い る か 否 か を 判 断 す る （ Ｓ １ ３ １ ） 。 ス ケ
ー ト ボ ー ド １ ２ が 左 に 曲 が っ て い る 場 合 （ Ｓ １ ３ １ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は ス テ ッ プ カ
ウ ン タ を ０ に リ セ ッ ト す る （ Ｓ １ ３ ２ ） 。 そ し て 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 再 び タ イ マ カ ウ ン タ に 制
限 時 間 α を 設 定 し （ Ｓ １ ３ ３ ） 、 か つ 評 価 音 フ ラ グ を ３ に 設 定 し た 後 （ Ｓ １ ３ ４ ） 、 本 ス
ラ ロ ー ム チ ェ ッ ク 処 理 （ Ｓ １ ） を 終 了 す る 。 一 方 、 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ が 左 に 曲 が っ て い
な い 場 合 （ Ｓ １ ３ １ で Ｎ Ｏ ） 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は タ イ マ カ ウ ン タ を デ ク リ メ ン ト し た 後 （ Ｓ １
３ ５ ） 、 本 ス ラ ロ ー ム チ ェ ッ ク 処 理 （ Ｓ １ ） を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ス ラ ロ ー ム チ ェ ッ ク 処 理 （ Ｓ ２ ） の 終 了 後 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 図 ９ に 示 し た ス イ ッ チ チ ェ ッ
ク 処 理 （ Ｓ ２ ） を 開 始 す る 。 図 ９ を 参 照 し て 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 、 無 線 受 信 機 ６ ４ に よ り 受 信
さ れ た ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ の 速 度 に 基 づ い て 、 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ の 現 在 の 進 行 方 向 を 、
前 回 ス イ ッ チ チ ェ ッ ク 処 理 （ Ｓ ２ ） を し た と き の 進 行 方 向 と 比 較 す る こ と に よ り 、 現 在 の
進 行 方 向 が 前 回 の 進 行 方 向 と 同 じ か 否 か を 判 断 す る （ Ｓ ２ ０ １ ） 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 現 在 の 進 行 方 向 が 前 回 の 進 行 方 向 と 同 じ で な い 場 合 （ Ｓ ２ ０ １ で Ｎ Ｏ ） 、 ス ケ ー ト ボ ー
ド １ ２ の 進 行 方 向 が 逆 方 向 に 切 り 替 わ っ て い る の で 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は ス イ ッ チ 音 フ ラ グ を セ
ッ ト す る （ Ｓ ２ ０ ２ ） 。 ス イ ッ チ 音 フ ラ グ は 、 ス イ ッ チ 音 を 出 力 す べ き か 否 か を 示 す 。 ス
イ ッ チ 音 は 、 進 行 方 向 の 切 り 替 え に 成 功 し た こ と を プ レ イ ヤ １ ８ に 知 ら せ る た め の 所 定 の
音 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ス イ ッ チ 音 フ ラ グ を セ ッ ト し た 後 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 、 現 在 の 進 行 方 向 を 前 回 の 進 行 方 向 と
し て メ モ リ ６ ２ に 保 存 し た 後 （ Ｓ ２ ０ ３ ） 、 本 ス イ ッ チ チ ェ ッ ク 処 理 （ Ｓ ２ ） を 終 了 す る
。 保 存 さ れ た 進 行 方 向 は 上 記 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ １ で 参 照 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 一 方 、 現 在 の 進 行 方 向 が 前 回 の 進 行 方 向 と 同 じ 場 合 （ Ｓ ２ ０ １ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 ス ケ ー ト ボ
ー ド １ ２ の 進 行 方 向 が 逆 方 向 に 切 り 替 わ っ て い な い の で 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２
を ス キ ッ プ し て ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ に 進 む 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ス イ ッ チ チ ェ ッ ク 処 理 （ Ｓ ２ ） の 終 了 後 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 図 １ ０ に 示 し た 音 出 力 処 理 （ Ｓ
３ ） を 開 始 す る 。 図 １ ０ を 参 照 し て 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 、 失 敗 音 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い る か
否 か を 判 断 す る （ Ｓ ３ ０ １ ） 。 失 敗 音 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 （ Ｓ ３ ０ １ で セ ッ ト
） 、 プ レ イ ヤ １ ８ は ス ラ ロ ー ム に 失 敗 し て い る の で 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 失 敗 音 信 号 を 生 成 し て
ヘ ッ ド ホ ン １ ６ に 出 力 し 、 ヘ ッ ド ホ ン １ ６ は こ の 失 敗 音 信 号 に 基 づ い て 失 敗 音 を 発 生 す る
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（ Ｓ ３ ０ ２ ） 。 プ レ イ ヤ １ ８ は 失 敗 音 を 聞 く こ と に よ り 、 ス ラ ロ ー ム に 失 敗 し た こ と を 認
識 で き る 。 一 方 、 失 敗 音 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い な い 場 合 （ Ｓ ３ ０ １ で リ セ ッ ト ） 、 Ｐ Ｄ
Ａ １ ４ は ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ を ス キ ッ プ す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 失 敗 音 を 出 力 し た 後 （ Ｓ ３ ０ １ ） 、 又 は 失 敗 音 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い な い 場 合 （ Ｓ ３
０ １ で リ セ ッ ト ） 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 、 評 価 音 フ ラ グ が １ か ら ３ ま で の う ち い ず れ か を 判 断 す
る （ Ｓ ３ ０ ３ ～ Ｓ ３ ０ ５ ） 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 評 価 音 フ ラ グ が １ の 場 合 （ Ｓ ３ ０ ３ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 、 評 価 音 信 号 を 生 成 し て
ヘ ッ ド ホ ン １ ６ に 出 力 し 、 ヘ ッ ド ホ ン １ ６ は こ の 評 価 音 信 号 に 基 づ い て 評 価 音 Ｅ Ｓ １ を 発
生 す る （ Ｓ ３ ０ ６ ） 。 プ レ イ ヤ １ ８ は 評 価 音 Ｅ Ｓ １ を 聞 く こ と に よ り 、 右 に 曲 が っ て か ら
左 に 曲 が る と い う 一 連 の 動 き に １ 回 成 功 し た こ と を 認 識 で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 評 価 音 フ ラ グ が ２ の 場 合 （ Ｓ ３ ０ ４ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 、 別 の 評 価 音 信 号
を 生 成 し て ヘ ッ ド ホ ン １ ６ に 出 力 し 、 ヘ ッ ド ホ ン １ ６ は こ の 評 価 音 信 号 に 基 づ い て 評 価 音
Ｅ Ｓ ２ を 発 生 す る （ Ｓ ３ ０ ７ ） 。 プ レ イ ヤ １ ８ は 評 価 音 Ｅ Ｓ ２ を 聞 く こ と に よ り 、 右 に 曲
が っ て か ら 左 に 曲 が る と い う 一 連 の 動 き に ２ 回 成 功 し た こ と を 認 識 で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 評 価 音 フ ラ グ が ３ の 場 合 （ Ｓ ３ ０ ５ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 、 さ ら に 別 の 評 価
音 信 号 を 生 成 し て ヘ ッ ド ホ ン １ ６ に 出 力 し 、 ヘ ッ ド ホ ン １ ６ は こ の 評 価 音 信 号 に 基 づ い て
評 価 音 Ｅ Ｓ ３ を 発 生 す る （ Ｓ ３ ０ ８ ） 。 プ レ イ ヤ １ ８ は 評 価 音 Ｅ Ｓ ３ を 聞 く こ と に よ り 、
右 に 曲 が っ て か ら 左 に 曲 が る と い う 一 連 の 動 き に ３ 回 成 功 し た こ と を 認 識 で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 評 価 音 フ ラ グ が １ か ら ３ ま で の う ち い ず れ で も な い 場 合 、 つ ま り 評 価 フ ラ グ が ０ （ デ フ
ォ ル ト ） の ま ま の 場 合 （ Ｓ ３ ０ ５ で Ｎ Ｏ ） 、 又 は 評 価 音 を 出 力 し た 後 （ Ｓ ３ ０ ６ ～ Ｓ ３ ０
８ ） 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は 、 ス イ ッ チ 音 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い る か 否 か を 判 断 す る （ Ｓ ３ ０ ９
） 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ス イ ッ チ 音 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 （ Ｓ ３ ０ ９ で セ ッ ト ） 、 プ レ イ ヤ １ ８ は ス イ
ッ チ に 成 功 し て い る の で 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は ス イ ッ チ 音 信 号 を 生 成 し て ヘ ッ ド ホ ン １ ６ に 出 力
し 、 ヘ ッ ド ホ ン １ ６ は こ の ス イ ッ チ 音 信 号 に 基 づ い て ス イ ッ チ 音 を 発 生 す る （ Ｓ ３ １ ０ ）
。 プ レ イ ヤ １ ８ は ス イ ッ チ 音 を 聞 く こ と に よ り 、 ス イ ッ チ に 成 功 し た こ と を 確 認 で き る 。
Ｐ Ｄ Ａ １ ４ は ス イ ッ チ 音 信 号 を 出 力 し た 後 、 こ の 音 出 力 処 置 （ Ｓ ３ ） を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 一 方 、 ス イ ッ チ 音 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い な い 場 合 （ Ｓ ３ ０ ９ で リ セ ッ ト ） 、 Ｐ Ｄ Ａ １
４ は ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ０ を ス キ ッ プ し て こ の 音 出 力 処 理 （ Ｓ ３ ） を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ の 動 き が 検 出 さ れ 、 こ れ
に 基 づ い て ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ が あ ら か じ め 定 め ら れ た 通 り に ス ラ ロ ー ム し た か 否 か が チ
ェ ッ ク さ れ る と と も に 、 ス イ ッ チ し た か 否 か も チ ェ ッ ク さ れ る 。 そ の チ ェ ッ ク 結 果 が 評 価
音 （ 成 功 音 ） 又 は 失 敗 音 で プ レ イ ヤ １ ８ に 知 ら さ れ る の で 、 プ レ イ ヤ １ ８ は ス ケ ー ト ボ ー
ド １ ２ に 乗 る 練 習 を ゲ ー ム 感 覚 で す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 プ レ イ ヤ １ ８ は ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ を 操 縦 し て 右 に 曲 が っ て か ら 左 に 曲 が る と い
う 一 連 の 動 き を 制 限 時 間 内 に し な け れ ば な ら な い の で 、 よ り 効 果 的 に ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２
に 乗 る 練 習 を す る こ と が で き る 。 し か も 、 プ レ イ ヤ １ ８ は ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ を 操 縦 し て
右 に 曲 が っ て か ら 左 に 曲 が る と い う 一 連 の 動 き を 制 限 時 間 ご と に 繰 り 返 さ な け れ ば な ら な
い の で 、 よ り 効 果 的 に ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ に 乗 る 練 習 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 右 に 曲 が っ て か ら 左 に 曲 が る と い う 一 連 の 動 き に 連 続 し て 成 功 し た 回 数 に 応 じ て
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評 価 音 Ｅ Ｓ １ 、 Ｅ Ｓ ２ 又 は Ｅ Ｓ ３ が ヘ ッ ド ホ ン １ ６ か ら 発 生 さ れ る の で 、 プ レ イ ヤ １ ８ は
ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ の 操 縦 に 成 功 し た レ ベ ル を 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま た 、 ス ラ ロ ー ム の 練 習 を す る た め に 、 実 際 に 障 害 物 を 用 意 す る 必 要 は な く 、 し た が っ
て 広 い 場 所 を 確 保 す る 必 要 も な い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ で 音 楽 を 再 生 す れ ば 、 プ レ イ ヤ １ ８ は ヘ ッ ド ホ ン １ ６ で 音 楽 を 聴 き な
が ら ス ケ ー ト ボ ー ド の 練 習 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 最 初 に 右 に 曲 が り 、 右 に 曲 が っ て か ら 左 に 曲 が る ま で の 一 連 の 動
き を チ ェ ッ ク し て い る が 、 最 初 に 左 に 曲 が り 、 左 に 曲 が っ て か ら 右 に 曲 が る と い う 一 連 の
動 き を チ ェ ッ ク す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 右 又 は 左 に 曲 が っ て か ら 逆 に 左 又 は 右 に 曲 が る ま で の 時 間
を 制 限 し て い る が 、 右 又 は 左 に 曲 が っ て か ら 逆 に 左 又 は 右 に 曲 が る と い う 一 連 の 動 き を １
回 行 う 時 間 を 制 限 す る よ う に し て も よ く 、 ま た 、 こ の 一 連 の 動 き を 所 定 回 数 行 う 時 間 を 制
限 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 ス ラ ロ ー ム だ け に 制 限 時 間 を 設 け て い る が 、 ス イ ッ チ だ け
に 制 限 時 間 を 設 け た り 、 ス ラ ロ ー ム 及 び ス イ ッ チ の 両 方 に 制 限 時 間 を 設 け た り し て も よ い
。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 ヘ ッ ド ホ ン １ ６ は Ｐ Ｄ Ａ １ ４ と 有 線 で な く 無 線 で 接 続 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、
ヘ ッ ド ホ ン １ ６ の 代 わ り に 、 ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ の 左 右 に ス ピ ー カ を 取 り 付 け て も よ い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 評 価 音 を 成 功 音 と し て 出 力 し て い る が 、 評 価 音 と 別 に 成 功
音 を 出 力 す る よ う に し て も よ い 。 た と え ば 、 ス ラ ロ ー ム 及 び ス イ ッ チ の 全 て に 成 功 し た 場
合 に 、 成 功 音 を 出 力 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 チ ェ ッ ク 結 果 を 評 価 音 （ 成 功 音 ） や 失 敗 音 な ど で 聴 覚 的 に
プ レ イ ヤ １ ８ に 知 ら せ て い る が 、 こ れ に 代 え て 又 は こ れ と 一 緒 に 、 Ｐ Ｄ Ａ １ ４ の デ ィ ス プ
レ イ ６ ６ で 視 覚 的 に 知 ら せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 ス ラ ロ ー ム や ス イ ッ チ と い っ た ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ の 基 本
テ ク ニ ッ ク を チ ェ ッ ク し て い る が 、 プ ッ シ ュ 、 チ ッ ク タ ッ ク 、 タ ー ン 、 ア ッ プ ス 、 パ ワ ー
ス ラ イ ド 、 マ ニ ュ ア ル 、 ボ ン レ ス 、 オ ー リ ー 、 フ リ ッ プ 、 ハ ン ド プ ラ ン ト 、 エ ア ー ウ ォ ー
ク な ど 、 高 度 な テ ク ニ ッ ク を チ ェ ッ ク す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 動 力 源 を 持 っ た ス ケ ー ト ボ ー ド １ ２ を 用 い て い る が 、 動 力
源 を 持 た な い 通 常 の ス ケ ー ト ボ ー ド を 用 い て も よ い 。 ま た 、 ス ケ ー ト ボ ー ド の 代 わ り に 、
ス ノ ー ボ ー ド 、 キ ッ ク ボ ー ド 、 ス キ ー 、 セ グ ウ ェ イ （ 登 録 商 標 ） な ど を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 し た が 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 は 本 発 明 を 実 施 す る た め
の 例 示 に 過 ぎ な い 。 よ っ て 、 本 発 明 は 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 そ の 趣
旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 で 上 述 し た 実 施 の 形 態 を 適 宜 変 形 し て 実 施 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る ス ケ ー ト ボ ー ド シ ス テ ム の 全 体 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た ス ケ ー ト ボ ー ド シ ス テ ム で 使 用 さ れ る ス ケ ー ト ボ ー ド を 示 す 平 面 図
で あ る 。
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【 図 ３ 】 図 １ に 示 し た ス ケ ー ト ボ ー ド シ ス テ ム で 使 用 さ れ る Ｐ Ｄ Ａ の 構 成 を 示 す 機 能 ブ ロ
ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 し た ス ケ ー ト ボ ー ド シ ス テ ム で 評 価 可 能 な ス ラ ロ ー ム に 成 功 し た 場 合 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 し た ス ケ ー ト ボ ー ド シ ス テ ム で 評 価 可 能 な ス ラ ロ ー ム に 失 敗 し た 場 合 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ に 示 し た ス ケ ー ト ボ ー ド シ ス テ ム で 評 価 可 能 な ス イ ッ チ に 成 功 し た 場 合 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ３ に 示 し た Ｐ Ｄ Ａ に イ ン ス ト ー ル さ れ る ス ケ ー ト ボ ー ド シ ス テ ム 用 プ ロ グ ラ ム
を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ８ Ａ 】 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 し た ス ラ ロ ー ム を チ ェ ッ ク す る 場 合 に お け る 図 ７ 中 の ス ラ ロ
ー ム チ ェ ッ ク 処 理 の サ ブ ル ー チ ン を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｂ 】 図 ８ Ａ の 続 き の フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｃ 】 図 ８ Ｂ の 続 き の フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ６ に 示 し た ス イ ッ チ を チ ェ ッ ク す る 場 合 に お け る 図 ７ 中 の ス イ ッ チ チ ェ ッ ク 処
理 の サ ブ ル ー チ ン を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ７ 中 の 音 出 力 処 理 の サ ブ ル ー チ ン を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
１ ０ 　 ス ケ ー ト ボ ー ド シ ス テ ム
１ ２ 　 ス ケ ー ト ボ ー ド
１ ４ 　 Ｐ Ｄ Ａ
１ ６ 　 ヘ ッ ド ホ ン
１ ８ 　 プ レ イ ヤ
５ ８ 　 無 線 送 信 機
６ ４ 　 無 線 受 信 機
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ Ａ 】 【 図 ８ Ｂ 】
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【 図 ８ Ｃ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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